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Qualitative study of adaptive strategies for working mothers with infants and toddlers
HASEGAWA, Yuka (Tokyo University of Social Welfare, Junior College)

 This study investigated how mothers with infants and toddlers adapt to their new lives balancing work and 
family after returning to work following childbirth. Female Japanese full-time workers (N = 6, 30–39 years old) 
with a first child aged 11–17 months took part in semi-structured interviews during childcare leave, within 1 
month after returning to work, and 3 months after returning to work. The results were analyzed using the KJ 
method as a reference. Respondents’ narratives were grouped into 26 small categories and 12 medium categories, 
and these categories were grouped into four major categories: “Changing the structure of life,” “Efficient use of 
resources,” “Obtaining social support,” and “Psychological compromise.” The results indicated that women 
adapt to the life of working mothers by (1) changing the structure of their life by adjusting how they work, and 
modifying the division between housework and childcare; (2) using resources effectively by prioritizing 
activities, improving the quality of specific activities, and cutting corners in some activities; (3) obtaining 
explicit and potential social support; and (4) making psychological compromises in situations in which it is 
impossible to do everything adequately.

Keywords:  Working mother, Adaptive strategy, Return to work, Work family balance

 本研究の目的は，乳幼児をもつ母親が職場復帰するときに，どのような方略を用いて家庭役割と仕事役割を担う
新しい生活に適応するかを明らかにすることであった。第一子をもつ正社員の女性６名（30－39歳）を対象に，
育児休業中，職場復帰後１ヶ月以内，職場復帰後３ヶ月の時点で半構造化面接を行った。得られた語りに対し，
KJ 法を参考に分析を行った結果，働く母親が用いる適応方略について，26個の小カテゴリー，12個の中カテゴ
リーが抽出され，さらに【生活の構造を変化させる】，【資源を最大限活用する】，【周囲からサポートを得る】，【心
理的に折り合いをつける】という４個の大カテゴリーが見出された。母親たちは，働き方や家事・育児の分担方法
などを調整して【生活の構造を変化させる】，活動に優先順位をつけ，ある活動は質を高め，ある活動は手を抜く
といった形で，現在の【資源を最大限活用する】，顕在的および潜在的に【周囲からのサポートを得る】，すべての
ことが十分にできるわけではない現状に対し，【心理的に折り合いをつける】ことを通して，働く母親としての生
活に適応していくことが示された。

キーワード：働く母親　適応方略　職場復帰　ワーク・ファミリー・バランス

　わが国においては，1999年に男女共同参画基本
法が施行され，男女が対等に参画できる社会を目指
し，一層の取り組みが続けられている。その結果，
令和２年版男女共同参画白書によると，女性の子育
て期の就労率が低下するいわゆる「Ｍ字カーブ」
は，曲線の落ち込みが緩やかになってきており，
徐々に解消の傾向にあるなど（内閣府男女共同参画
局，2020），一定の進展が認められる。しかし一方
で，仕事をしている男女の生活時間を見てみると，
男女にかかる期待や負担は必ずしも対等ではなく，
偏っていることがうかがえる。例えば，令和２年版
男女共同参画白書（内閣府男女共同参画局，2020）
においては，仕事をしている人の「仕事のある日」
の家事時間を見ると，単独世帯では男女差はない
が，夫婦になると女性は男性の２倍以上の時間家事

をしていることが指摘されている。この傾向は，
「仕事のない日」でも同様に認められる。育児時間
についても，仕事のある日で2.1～2.7倍，仕事のな
い日でも1.2～1.3倍程度，女性が長く育児に時間を
費やしていることが示されており，家事・育児につ
いては，依然として女性が中心となる家庭が多いこ
とが伺える。他方，仕事等の時間は，単独世帯では
男女差はわずかだが，「夫婦のみ世帯」では，男性
が女性の1.2倍弱，「夫婦と子ども」世帯では，男性
が女性の1.3倍強となっており，稼得役割は，男性
がより多くを担っていることが指摘されている。そ
のほか，男性の育児休業取得率の低さ（平成30年
において，男性は6.16％，女性は82.2％（ともに民
間企業勤務の場合））（内閣府男女共同参画局仕事と
生活の調和推進室，2020）や，女性の管理的職業従
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事者の割合の低さ（平成30年において14.9％）（内
閣府男女共同参画局，2019）といった問題も山積し
ており，男女共同参画社会の実現に向けて，前進は
しているものの，まだまだ男性も女性も望むライフ
スタイルを実現できる社会であるとはいいがたい状
況が続いている。
　一方，心理学やその周辺の領域においても，子育
てや家事の役割と仕事役割を担うことが，個人に
とってどのような経験であり，また個人やその家族
にどのような影響を及ぼすのかについて，これまで
に多くの研究の蓄積がある。特に，仕事役割と家庭
役割を担うことについては，Work Family Conflict

（以下 WFC）（Greenhaus & Beutell, 1985）と呼ば
れる役割葛藤が生じることが指摘されており，「仕
事のせいで家族と向き合う時間が取れない」，「家庭
でのストレスを職場に持ち込んでしまう」といった
ように，仕事と家庭どちらか一方の役割に従事する
ことで，他方の役割の遂行が妨げられることが示さ
れている。さらに，WFC と心身の健康との関連も
数多く検討されており，WFC を経験することで，
仕事関連ストレスや家庭関連ストレス，バーンアウ
トや抑うつといった，さまざまな問題が生じること
が示されている（Allen, Herst, Bruck, & Sutton, 
2000; Amstad, Meier, Fasel, Elfering, & Semmer, 
2011）。
　しかし近年，人々はポジティブな刺激にもネガ
ティブな刺激にも適応し，結果としてウェルビーイ
ングのレベルはベースラインに戻っていくとする適
応理論（Brickman & Campbell, 1971; Diener & 
Diener, 1996; Diener, Lucas, & Scollon, 2006）に基
づいて，仕事と家庭の役割葛藤についても，短期的
には主観的ウェルビーイングや仕事の満足度を低め
るが，長期的には元のレベルに収束することが，縦
断調査の結果から主張されている（Matthews, 
Wayne, & Ford, 2014; Ritter, Matthews, Ford, & 
Henderson, 2016）。そして，その背景には，労働者
が，例えば家族や組織からの支援を引き出す，でき
ごとの枠組みを変える，時間の使い方を変えると
いったやり方で，認知的，感情的，行動的に要求に
適応している可能性があることが示唆されている

（Matthews et al., 2014）。
　以上のように，働く親たちは，仕事と家庭の間の
葛藤に悩まされ続けるだけでなく，置かれた状況に
自ら適応しようとしていることが近年の研究から明
らかになってきている。しかし，働く親たちが環境

に主体的に働きかけ，自らのあり方を調整しながら
適応していく過程については，これまで十分に検討
されているとはいいがたい。
　その中で，中井・佐々木・山内（2012）は，仕事
役割と家庭役割を担う母親５名（現在子どもは成人
している）を対象にインタビュー調査を行い，現代
以上に女性が働く環境が整っていなかった時代背景
の中で，母親たちが，仕事役割と家庭役割を担う心
身の負担を経験しながらも，自分のキャリアや能力
に見合った職業選択の意思決定を行い，家族への影
響を調整したり，周囲からのサポートを得たりしな
がら，エンパワーメント（個人に内在する問題解決
能力）を獲得していく過程を描き出している。また
井上・濱口（2015）は，都内の民間企業に勤める
ワーキング・マザー21名を対象に半構造化面接を
実施し，職業人・母親としての自己が，どのように
形成され，お互いに影響し合うのか，その内的変容
過程について検討しており，仕事役割と家庭役割を
担っていくためには，他者からのサポートと同時
に，自分の中でのわりきりや意思の貫きが原動力と
なることや，母親たちには，新たに時間・健康・対
人関係への意識を強める内面変化が生じ，物事の段
取り，分散注意力といった仕事と育児共通のコンピ
テンシーが備わることなどを明らかにしている。ま
た，長谷川（2010）においては，職場復帰前後の女
性７名を対象に短期縦断研究を行い，日々の生活時
間の調整という観点から，女性がいかにして新たに
働く母親としての生活に適応していくかを記述して
いる。
　これらの研究から，女性たちが，主体的に働く母
親としての生活に適応している姿を読み取ることが
できる。しかし，働く母親が適応のために取りうる
行動は，より多岐に渡ると考えられ，ボトムアップ
的な手法を用いて，さらに多くの研究を重ねていく
必要があると思われる。そこで本研究では，働く母
親，特に，新たな生活スタイルの構築のために，最
も活発に適応のための行動を取るであろう，第一子
の妊娠・出産から職場復帰する時期の女性に焦点を
当てた，インタビューに基づくデータの再分析を行
う。女性たちが，どのような方略を用いて働く親と
しての生活に適応していくのか，その過程を記述す
ることを目指す。
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方法

調査対象者と調査時期
　中部地方のＡ県内で行われた職場復帰に関する講
座，及び保育園，保育所において，第一子出産後，
産前産後休業および育児休業を取得し，職場復帰を
控える正社員の女性を対象に，調査への参加者を
募った。面接調査への参加に同意した８名に対し，
2007年６月から2008年２月にかけて調査を実施し
た。面接は，一人の調査対象者に対し，育児休業
中，職場復帰後１ヶ月以内，職場復帰後３ヶ月の計
３時点において実施し，３回すべての調査に参加し
た６名を分析対象とした。第１回調査時点での調査
対象者の年齢30–39歳，子どもの月齢は10–17ヶ月
であった。家族構成はすべて，本人，配偶者，子ど
も１人の核家族世帯であった。調査対象者の詳細な
属性について Table 1に示す。

調査手続き
　面接は調査対象者の自宅または自宅近くの喫茶店
で実施された。調査対象者の許可のもと，すべての
面接において会話内容を IC レコーダーにて録音し
た。面接時間は各回１時間から２時間半程度であっ
た。一部調査対象者については，面接内容を補足す
るために，電話またはメールによって追加の質問が
なされた。調査への参加の謝礼として，各回2000
円が支払われた。また調査対象者の自宅で実施した
場合は洋菓子を持参し，喫茶店で実施した場合はそ
の店のメニューを飲食しながら面接を実施した。

倫理的配慮
　本研究への参加を依頼するにあたり，研究の概
要，個人情報の取り扱い，研究への参加が任意であ
り，いつでも参加の意思を撤回できること，研究結

果を学術論文や学会で発表すること，プライバシー
に配慮し，個人が特定される内容が公表されること
はないことなどについて，書面と口頭にて説明を行
い，書面にて同意を得た。

調査内容
　調査は半構造化面接にて行われた。質問内容は，
育児休業中においては，１）育児休業取得までのい
きさつ，２）育児休業取得までに大変だったこと，
３）育児休業取得までに誰かに相談したこと，４）
育児休業を取得しての率直な感想，５）育児休業中
に誰かに相談したこと，６）育児休業中の考え方や
心境の変化，７）職場復帰後の予想，８）職場復帰
に向けての不安，９）職場復帰に向けての準備，
10）職場復帰に向けて誰かに相談していること，に
ついてであった。職場復帰１ヶ月以内の調査では，
１）職場復帰してみての率直な感想，２）復帰して
みて大変だったこと，３）うまくいっていること，
４）気をつけていることや工夫していること，５）
復帰してみて良かったこと，６）誰かに相談したり
サポートを受けていること，７）自分の中での考え
方や心境の変化，８）仕事のやりがいについての変
化，９）家族に対する気持ちの変化，10）今後の展
望や見通し，についてであった。職場復帰後３ヶ月
での調査においては，１）職場復帰して２，３ヶ月
経った今感じていること，２）復帰してから現在ま
でで大変だったこと，３）うまくいっていること，
４）気をつけていることや工夫していること，５）
現在の生活にどのくらい慣れたか，６）自分の中で
の考え方や心境の変化，７）誰かに相談したりサ
ポートを受けていること，８）復帰直後のことを振
り返ってみて思うこと，９）仕事のやりがいについ
ての変化，10）家族に対する気持ちの変化，11）仕
事と家庭の両立についての満足度とその理由，で

Table 1　調査参加者の属性

年齢 a） 子の性別 子の月齢 a） 職業 休業日数 b） 週平均労働時間 c）

Ａさん 39 女 11 会社員 418 30
Ｂさん 30 女 10 会社員 423 33
Ｃさん 31 女 10 会社員 388 30
Ｄさん 31 男 11 会社員 423 30
Ｅさん 34 男 17 会社員 603 30
Ｆさん 33 女 13 会社員 480 37

ａ）初回調査時（育児休業中）のデータ。
ｂ）休業日数は産前・産後休業と育児休業の合計である。
ｃ）職場復帰１ヶ月後のデータ。
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あった。それぞれの質問について，調査対象者の回
答に応じて，詳細を尋ねる追加の質問を行った。な
お本調査では，同時に質問紙調査も実施した。質問
紙調査の結果については長谷川（2010）を参照され
たい。

分析方法
　働く母親としての新たな生活に適応するための方
略について，ボトムアップ的に検討するために，
KJ 法（川喜田，1970）を参考に分析を行った。ま
ず，録音データから発話を書き起こし，逐語録を作
成した。その中から，新たな生活に適応するための
調整行動に関連する語りを抽出した結果，136個の
回答が得られた。その内容を一つずつ書いた紙切れ
を作り，意味内容の近しい物同士をまとめた。そし
て，そのグループの一つ一つに，グループの内容を
よく表す見出し（表札）をつけた。この表札を，本
研究では小カテゴリーとした。さらに，これらの表
札に対して同様にグループ編成の手続きを行い，よ
り高次のグループを作成した。本研究ではこれを中
カテゴリーとした。さらに中カテゴリーとされた表
札に対しても同様の手続きを行い，さらに高次のグ
ループ（本研究では大カテゴリーと呼ぶ）を編成し
た。最終的に，26個の小カテゴリー，12個の中カ
テゴリー，４個の大カテゴリーが見出された。分析
結果については，心理学者１名からスーパーバイズ
を得た。
　なお，本研究は，育児休業中，職場復帰後１ヶ月
以内，職場復帰後３ヶ月の３時点で面接を実施して
いるが，働く親としての生活に適応していくために
どのようなことを行っているかということに関連す
る回答については，３時点で内容に大きな違いはな
かったため，各時点を区別せず，３時点すべての語
りを分析の対象とした。複数時点で同じ内容の話が
繰り返し語られた場合は，まとめて一つの語りとし
た。

結果

　分析の結果，働く母親の適応方略として，（1）
【生活の構造を変化させる】，（2）【資源を最大限活
用する】，（3）【周囲からサポートを得る】，（4）【心
理的に折り合いをつける】の四つの大カテゴリーが
見出された（Table 2）。以下（1）～（4）のそれぞ
れについて，サブカテゴリーの内容も含めて説明す

る。なお，大カテゴリーは【　】，中カテゴリーは
［　］，小カテゴリーは〈　〉，個々の語りの内容は
「　」でそれぞれ示した。

（1）【生活の構造を変化させる】
　働く母親が用いる第一の方略は，【生活の構造を
変化させる】ことであった。この方略には，［働き
方を変化させる］，［家庭内の役割を変化させる］と
いう二つの中カテゴリーが含まれた。
　①［働き方を変化させる］　一つめの中カテゴリー
である［働き方を変化させる］には，以下の三つの
小カテゴリーが含まれた。一つめの小カテゴリー
は，〈労働時間を調整する〉ことであった。これに
は，短時間勤務制度を利用したり，残業なしの勤務
形態を選択したりする行動が含まれた。二つめの小
カテゴリーは，〈業務内容を調整する〉行動であっ
た。これには，「職場復帰後，制限がある中でどの
ような業務を行うかについて上司と相談する（Ｃさ
ん第３回）」といったように，育児と両立しやすい
ように業務内容を調整する行動が含まれた。三つめ
の小カテゴリーは，〈異動願いを出す〉であり，「よ
り両立しやすい部署への異動を希望する（Ｃさん第
２回）」行動が含まれた。これらの小カテゴリーは，
いずれも働き方を育児休業前とは違う形に変化させ
ようとする行動であったため，［働き方を変化させ
る］方略として一つの中カテゴリーにまとめられ
た。
　②［家庭内の役割を変化させる］　二つめの中カテ
ゴリーである［家庭内の役割を変化させる］には，
以下の二つの小カテゴリーが含まれた。一つめの小
カテゴリーは，〈パートナーに家事・育児の分担に
ついての考えを新たにするよう交渉する〉であっ
た。これには，パートナーに対して，「家のことは
女性がやって当たり前という価値観を改めるよう働
きかける（Ａさん第１回）」，「仕事復帰後は今まで
のように家のことができなくなるので，パートナー
にも休みを取ってもらったりする必要があることを
言い含める（Ｆさん第１回）」といった行動が含ま
れた。二つめの小カテゴリーは，〈パートナーと具
体的に家事・育児の分担方法を相談する〉ことで
あった。これには，具体的にパートナーに家事や育
児を依頼したり，二人で生活をどう回していくかを
相談したりする行動が含まれた。これらの小カテゴ
リーはいずれも，家のことについての新たな共同の
仕方を形成する行動であると考えられたため，［家
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庭内の役割を変化させる］方略としてまとめられ
た。
　そして，［働き方を変化させる］，［家庭内の役割
を変化させる］という二つの中カテゴリーは，いず
れも生活スタイルそのものを調整しようとする行動
であると考えられたため，【生活の構造を変化させ
る】方略としてまとめられた。

（2）【資源を最大限活用する】
　働く母親が用いる第二の方略は，【資源を最大限
活用する】ことであった。この大カテゴリーには，

［活動に優先順位をつける］，［時間の質を高める］，
［効率化をはかる］，［最大限にがんばる］，［手を抜
く］，［自分自身の体調管理に気をつける］の六つの
中カテゴリーが含まれた。
　①［活動に優先順位をつける］　一つめの中カテゴ
リーである［活動に優先順位をつける］は，〈活動
に優先順位をつける〉という小カテゴリーの見出し
が，そのまま中カテゴリーの見出しとしても採用さ
れたものであった。
　小カテゴリーの〈活動に優先順位をつける〉に
は，「子どもと過ごす時間を確保するために，家事
を手抜きする（Ｃさん第３回）」，「自分が疲れない
ようにするために，家事を手抜きし寝る時間を確保
する（Ａさん第２回）」といったような，限られた
資源を特に重要な活動に傾斜的に分配するという行
動が含まれた。なお，本研究対象においては，優先
されるのは子どもとの時間（２名）や自分自身の健
康（１名）であり，削られるのはいずれも家事の時
間（３名）であった。
　②［時間の質を高める］　二つめの中カテゴリーで
ある［時間の質を高める］には，〈子どもとの時間
を濃密にする〉という一つの小カテゴリーが含まれ
た。〈子どもとの時間を濃密にする〉には，職場復
帰し子どもと過ごす時間が限られるからこそ，「子
どもと一緒にいる時間を大事に過ごそうとする（Ｃ
さん第２回）」，仕事のストレスを「子どもに見せな
いようにする（Ｂさん第３回）」といったように，
一緒にいる時間の質を高め，子どもとしっかり向き
合うように意識している，とする語りが含まれた。
　③［効率化をはかる］　三つめの中カテゴリーであ
る［効率化をはかる］には，以下の三つの小カテゴ
リーが含まれた。一つめの小カテゴリーは，〈仕事
の段取りを工夫する〉ことであった。これには，

「仕事が短時間で終わるようやり方を工夫する（Ｃ

さん第３回）」，「仕事は段取りを考えて動く（Ｄさ
ん第３回）」といったような，仕事を効率的に進め
る方略が含まれた。二つめの小カテゴリーは，〈家
事を効率的にこなす〉ことであった。これには，

「複数の家事を同時進行でこなす（Ｆさん第２回）」，
「作り置きできるおかずの研究をする（Ｄさん第１
回）」といった家事を効率的にこなす工夫や，総菜
を活用する，食材の宅配サービスを利用するといっ
た家事の外注，食器洗い乾燥機や洗濯乾燥機といっ
た家庭用電気製品の利用など，家事を効率的にこな
し，所要時間を短縮するためのさまざまな方策が含
まれた。三つめの小カテゴリーは，〈家事について
パートナーとの連携をはかる〉ことであった。これ
には，家事や育児について「パートナーと連絡帳を
つけて情報共有する（Ａさん第３回）」など，パー
トナーと効率よく協同するための工夫が含まれた。
　④［最大限にがんばる］　四つめの中カテゴリーで
ある［最大限にがんばる］には，以下の二つの小カ
テゴリーが含まれた。一つめの小カテゴリーは，

〈集中して仕事をする〉ことであった。これには，
「仕事の時間が限られる分，集中してやる（Ｂさん
第２回）」とする語りが含まれた。二つめの小カテ
ゴリーは，〈休まずにがんばる〉ことであった。こ
れには，「一息つきたいところを，もうちょっとが
んばる（Ｄさん第３回）」といった語りが含まれた。
この二つの小カテゴリーは，いずれも自分自身とい
う資源を最大限に使うことで対応している行動であ
ると考えられたため，［最大限にがんばる］という
中カテゴリーにまとめられた。
　⑤［手を抜く］　五つめの中カテゴリーである［手
を抜く］には，〈家事を手抜きする〉という一つの
小カテゴリーが含まれた。この小カテゴリーには，

「掃除はあきらめる（Ｆさん第２回）」，「自分やパー
トナーが食べるものは簡単で質素なメニューにする
など，手を抜けるところは抜く（Ａさん第２回）」
といった，掃除の頻度や食事の品数など，家事の水
準について下げられる部分は下げるとする語りが含
まれた。
　⑥［自分自身の体調管理に気をつける］　六つめの
中カテゴリーである［自分自身の体調管理に気をつ
ける］は，小カテゴリーの〈自分自身の体調管理に
気をつける〉の見出しがそのまま採用されたもので
あった。この小カテゴリーには，自分が倒れると生
活が回らなくなってしまうため，「自分自身が病気
にならない（Ｆさん第２回）」，「疲れを残さない
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（Ａさん第２回）」ように，睡眠時間の確保や，手洗
いなどの感染症対策を心がけているとの語りが含ま
れた。
　以上の６つの中カテゴリーは，いずれも個人や家
庭内に現在存在する資源を効果的に活用しようとす
るための方略であると考えられたため，【資源を最
大限活用する】とする大カテゴリーにまとめられ
た。なお，家庭外の社会的資源を頼ったり，拡張し
ようとしたりする語りについては，次の【周囲から
のサポートを得る】方略にまとめられた。

（3）【周囲からサポートを得る】
　働く母親が用いる第三の方略は，【周囲からサ
ポートを得る】であった。この方略には，［具体的
な援助を要請する］，［周囲の人から情報を収集す
る］，［潜在的に援助されうるような環境を作る］と
いう三つの中カテゴリーが含まれた。
　①［具体的な援助を要請する］　一つめの中カテゴ
リーである［具体的な援助を要請する］には，以下
の２つの小カテゴリーが含まれた。一つめの小カテ
ゴリーは，〈家事・育児について部分的に代替を依
頼する〉行動であった。この小カテゴリーには，自
分およびパートナーの実家，友人やファミリーサ
ポート，病児保育などに，子どもを一時的に預かっ
てもらったり，家事を手伝ってもらったりすると
いった行動が含まれた。なお，パートナーに対し，
家事，育児の手伝いを頼む，といった語りも多く得
られたが，本研究の対象者は，全員が夫婦と子ども
のみで構成される世帯であったため，家庭の責任者
は夫婦二人であると考え，パートナーへの援助要請
は，［家庭内の役割を変化させる］カテゴリーに含
めることとし，〈家事・育児について部分的に代替
を依頼する〉カテゴリーには，世帯外の成員からの
援助を含めた。
　二つめの小カテゴリーは，〈仕事上のサポートを
依頼する〉行動であった。この小カテゴリーには，

「急な残業を避けるために，納期を明確にしてもら
う（Ｃさん第２回）」，「会議の時間を早めてもらう

（Ｃさん第３回）」といった行動が含まれた。これら
の二つの小カテゴリーは，いずれも具体的なサポー
トを周囲に依頼するものであることから，［具体的
な援助を要請する］としてまとめられた。
　②［周囲からの情報を収集する］　二つめの中カテ
ゴリーである［周囲からの情報を収集する］は，以
下の３つの小カテゴリーから構成された。一つめ

は，〈経験者に話を聞く〉行動であり，実際に職場
復帰した先輩や同僚，ママ友などに経験談を尋ねる
行動がまとめられた。二つ目は，〈仕事や職場につ
いて情報を収集する〉行動であり，職場復帰に向け
て仕事面の勉強をしたり，現在の職場の様子を把握
したりする行動が含まれた。三つ目は，〈育児につ
いて情報を収集する〉行動であり，職場の先輩ママ
や保健所などに，復帰後の母乳のことなど，育児に
ついての相談を行う行動が含まれた。これら三つの
小カテゴリーは，いずれも職場復帰後の生活に関連
する情報を求めるものであったため，［周囲からの
情報を収集する］としてまとめられた。
　③［潜在的に援助されうるような環境を作る］　三
つめの中カテゴリーである［潜在的に援助されうる
ような環境を作る］は，以下の二つの小カテゴリー
から構成された。一つめの小カテゴリーは〈周囲か
らの理解を得られるよう意識する〉ことであった。
これには，職場の人に自分の状況を理解してもらっ
たり，協力してもらったりするために，「職場に子
どもを連れて挨拶に行く（Ｃさん第１回）」などの
行動を取る，あるいは，「働き方に制限がある分，
だらだらせずきちんと働く様子を周囲に見せる（Ｃ
さん第２回）」など，態度や行動に気をつけている，
といった語りが含まれた。二つめの小カテゴリー
は，〈日頃から関係づくりにつとめる〉ことであっ
た。これには，将来何かあったときのために，「日
頃から実家の親に子どもを慣れさせて（Ｅさん第３
回）」おいたり，「日頃からご近所づきあいをまめに
行う（Ｆさん第２回）」など，今現在頼る予定が明
確にあるわけではないが，いざというときのため
に，日頃からの関係作りを怠らないようにする，と
いった方略が含まれた。これらの２つの方略は，い
ずれも直接的に援助を求める行動ではないが，いざ
というときに頼るかもしれないということを意識し
た行動であったため，［潜在的に援助されうるよう
な環境を作る］としてまとめられた。

（4）【心理的に折り合いをつける】
　４つめの大カテゴリーは【心理的に折り合いをつ
ける】であったが，これは，中カテゴリーの［心理
的に折り合いをつける］が，そのまま大カテゴリー
の見出しとして採用されたものであった。
　①［心理的に折り合いをつける］　この中カテゴ
リーには，以下の５つの小カテゴリーが含まれた。
一つめは，仕事や家のことが十分できなくても，
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「まあいいか（Ｄさん第２回）」，「仕方ない（Ｆさん
第２回）」，「大目に見よう（Ｄさん第２回）」，と

〈わりきって考える〉行動であった。二つめは，子
どもと過ごす時間や仕事について，時間や足りな
い，もっとやりたいという気持ちもあるが，「自分
が選んだことだから（Ｅさん第２回）」，「こう決め
たんだから（Ｄさん第３回）」と，制限や不満も自
分が決めたことの結果であると，〈自分が選択した
ことだからと受け入れる〉方略であった。三つめ
は，「できないことを悩むより，限られた時間をど
う充実させるかを考えよう（Ｅさん第３回）」とし
たり，仕事内容が変わり，復帰前よりやりがいは感
じられなくなったが，「これはこれで勉強になる

（Ａさん第２回）」と考えるなど，制限や不満を〈プ
ラスに捉え直す〉方略であった。四つめは，仕事を
セーブするのは「子どもが手を離れる何年かのこと

（Ｃさん第２回）」，「今はスローダウンの時期（Ｃさ
ん第２回）」であると，〈長期的な視点から捉え直
す〉方略であった。五つめは，家のことや仕事が十
分できなくても「家族が元気だからよしとしよう

（Ｄさん第２回）」，「子どもを優先に考えているの
で，仕事が十分できなくてもしょうがない（Ｅさん
第３回）」といったように，ものごとに優先順位を
つけ，〈優先順位の高い事項が守られていればよし
と考える〉方略であった。これらの小カテゴリー
は，いずれも仕事や家のことが十分にできないこと
に対し，具体的に行動するというよりは，心理的な
意味づけを変えたり，妥協したりすることで対応し
ている方略であったため，［心理的に折り合いをつ
ける］方略としてまとめられた。

考察

　本研究の目的は，新たに母親となった女性たち
が，職場復帰に際し，どのような調整行動を行い，
働く親としての生活に適応していくのかを明らかに
することであった。第一子をもつフルタイムで働く
女性６名を対象に，職場復帰の時期に面接調査を
行った。その結果，母親たちは，【生活の構造を変
化させる】，【資源を最大限活用する】，【周囲からサ
ポートを得る】，【心理的に折り合いをつける】とい
う四つの方略を用いて適応していることが示され
た。
　職場復帰をし，仕事役割と家庭役割を担うこと
で，子どもを持つ前や育児休業中と同じようなやり

方では，時間が大幅に不足してしまう可能性があ
る。そのため，母親たちは，必要に応じて生活の構
造そのものを変化させなければならない。具体的に
は，家庭内の家事・育児の分担様式の変更や，短時
間勤務制度の利用，部署の異動を希望することなど
があげられる。家事・育児の分担は，今回の調査の
場合は，女性の育児休業明けというタイミングもあ
り，夫側により多くを担ってもらうように調整す
る，という形で変更がなされることが多かった。ま
たその際には，単に作業量を調整するだけでなく，

「夫は帰りが遅いので，夫が子どもと過ごす時間が
取れるように，朝は子どもの面倒を夫に任せ，自分
は家事をこなす（Ｅさん第２回）」といったように，
質的な側面も考慮して分担がなされる場合もあっ
た。また，今回は実際に職場に復帰した女性を対象
とした調査であったため，【生活の構造を変化させ
る】カテゴリーには，異動や勤務時間，業務内容の
変更といった内容が含まれたのみであったが，いっ
たんは職場復帰を考えた女性であっても，子育て期
の親が働くための環境が整っていなかったり，自身
の対応能力を超えていると判断されたりする場合に
は，夫婦のどちらか，または両方が，「仕事を辞め
る」，「転職する」といった選択がなされるのだろう
と推測される。このように，働く親としての生活に
向けては，生活の大きな枠組み自体が調整されるこ
とが示された。
　次に，現状の生活の枠組みの中での方略として，

【資源を最大限活用する】，【周囲からサポートを得
る】，【心理的に折り合いをつける】の三つがあるこ
とが示された。このうち，【資源を最大限活用する】
方略については，「子どもと過ごす時間を多くした
いので，家事の時間はできるだけ少なくしようとし
ている（Ｅさん第２回）」といったように，まず活
動に優先順位をつけ，その優先順位に従って，ある
活動は手抜きをしたり，ある活動は質を高めようと
したりといった方略が見られた。そして，少なくと
も本調査の対象者は，いずれも育児や家族と過ごす
時間を最も優先に考え，家事は家電や外注サービス
を用いて効率化したり，手を抜いたりする傾向が見
られた。仕事については，段取りを考え集中して取
り組むことで，より短時間で成果をあげようとして
いることが語られた。なお，家族を何より優先に考
える傾向が見られたという結果は，井上・濱口

（2015）の，多くの女性が子どもとの濃密な時間を
望み，子どもより仕事を望む女性はいなかったとす
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る知見と共通するものであった。そして，これらの
対応の基礎となるのが，母親自身という資源であ
る。多くの役割や責任を担う母親が風邪をひいたり
体調を崩したりすると，家族の生活が回らなくなっ
てしまう可能性が高い。そのため女性たちは，日々
の健康管理や睡眠時間の確保などに十分気をつけ，
自分自身という資源が機能するよう維持しながら，
日々を過ごしていることが示された。
　次に，母親たちは，顕在的，潜在的に，さまざま
な支援を周囲から引き出していた（【周囲からサ
ポートを得る】）。サポートの依頼先としては，家
族，親族や職場の人，ファミリーサポートなど，多
岐にわたっており，サポートの種類も，家事・育児
を部分的に手伝ってもらう，仕事面での協力を依頼
するといった道具的サポートと，働く親としての生
活のことや，職場，育児のことなどについて尋ねる
情報的サポートの二種類が抽出された。さらに，今
はサポートを受けているわけではないが，いずれ頼
るときがくるかもしれないと，周囲の理解が得られ
るよう努めたり，日頃から関係づくりにつとめたり
するといった，潜在的にサポートが受けられるよう
環境を整えようとする方略も見られた。特に子育て
については，子どもの体調や成長過程などによっ
て，イレギュラーな事態が発生しやすい。突発的な
事態が生じても対応できるよう，母親たちは，さま
ざまなサポートネットワークを構築しているようで
あった。
　最後に，働く親として暮らしていく上で，上述の
調整を行ったとしても，すべてが理想通りにいくわ
けではない。キャリアが停滞したり，子どもと向き
合う時間がもっとほしいと思ったり，家事が十分で
きず家が乱れていることもある。母親たちは，すべ
てのことが十分にできるわけではない現状に対し
て，しょうがないと割り切って考えたり，これも勉
強や準備の期間だと前向きに捉え直したり，家族が
元気だから，自分で選んだ道だからと自分を納得さ
せたりと，心理的に折り合いをつける方略をとって
いた。このように，現状に折り合いをつけ，前向き
に捉える方略は，心理的な適応を考える上で有効な
方略であると考えられる。ただし，だからといっ
て，個人に極端な我慢を強いたり，親たちが理不尽
な扱いを受けたりすることがないよう，周囲の支援
体制を充実させることも忘れてはならないだろう。
　以上のように，女性たちは，新たに働く親として
の生活に移行していくにあたり，生活の枠組みを変

化させたり，周囲にサポートを要請したり，今ある
資源を最大限に活用したり，心理的に折り合いをつ
けたりするといった形で，環境に主体的に働きか
け，自らの考えや行動を調整しながら，適応してい
くことが明らかとなった。本研究の知見は，仕事役
割と家庭役割を担うにあたって，さまざまな問題や
制限の中で，親たちがいかにしなやかに適応し，自
らの生活を形作っていくのかについて，具体的にそ
の過程を示したものである。
　しかし，言うまでもなく，母親たちが主体的に適
応していくということは，社会的支援が必要でない
ということを意味するものではない。親たちの適応
過程を知ることで，それぞれの状況に応じた，より
適切な援助を考えていくことが可能となるといえ
る。さらに，親たちが望むあり方や必要とする支援
は，本人の希望や家族の仕事の状況によっても，一
人一人異なっている。それぞれが望むライフスタイ
ルが実現できるよう，一層の社会的支援が展開され
ることが求められているだろう。

今後の課題

　本研究の知見は，育児休業中から職場復帰から
３ヶ月後までを対象としたものである。しかし実際
には，初期の対応ですべてが解決するわけではな
く，子どもの発達や職場の状況の変化，その他さま
ざまな要因によって，母親たちの置かれている状況
は変化し，その都度対応を迫られていくことにな
る。また，職業選択や就職活動のタイミングで「結
婚や出産後も働き続けられるようにと思って今の会
社を選んだ（Ｃさん第１回）」といったように，出
産後のライフスタイルまで考えている女性もいる。
そのため，今後はより長いスパンで女性たちの適応
過程を検討していく必要があるといえる。さらに，
今回は女性のみを調査対象としたが，今後，男女共
同参画社会が実現していくにつれ，働きながら子ど
もの世話や家事に積極的に関与する男性もますます
増えていくと思われる。性別にかかわらず，子育て
期の就労について，さらに多くの知見が蓄積されて
いくことが望まれる。
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